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■NPO SEES 講習会

内視鏡手術の基本操作と認定制度ガイドラインに準じた実践的技術習得のため, 動物を用いたトレー
ニングシステムを提供する国内では初めての ｢特定非営利活動法人 内視鏡手術普及・啓発の会｣
です.

NPO SEES の特徴
1. 基礎から先端技術までの内視鏡手術の講習
2. ミニブタを用いた実践的技術習得 (認定制度に準ずる) トレーニング
3. 幅広い内視鏡手術分野：消化器 (胃,大腸,肝胆膵) ・胸部・泌尿器・婦人科・整形外科を提供
4. 受講証明書を発行 (日本内視鏡外科学会認定制度申請：3点)
5. 定期的な市民公開講座を開催
6. ホームページからの受講登録
7. ホームページでの内視鏡手術に関する情報提供

2006 年度からの変更点
・ミニブタによる実践的トレーニングの時間をこれまでより 2時間延長いたしました.
・実技の評価システムを取り入れ, 各受講者へお知らせすることにしました.
・ここでしかできないトレーニングを十分にしていただくこと, 認定制度に即応した技術習得を原
則といたしました.
・ドライラボやシュミレータートレーニングは各施設でしていただき, 本講習会では基本操作の習
得, 臨床応用に向けた技術習得, 認定制度受験準備, 並びに腕試しで参加していただければ幸い
です.

会 期：原則第 4土曜日 9:00～17:00
会 場：鹿児島大学医学部内

フロンティアサイエンス研究推進センター・動物実験施設内
定 員：12名
参加費用：50,000円 (宿泊料金・交通費は含まれておりません)

ミニブタを用いた実技講習会日程

詳細はホームページ (URL：http://www.nposees.com) を御覧下さい.

組 織：
理事長：愛甲 孝 副理事長：永田行博 顧問：山川達郎 理事：高尾尊身・吉田浩己・坂田
�造・中川昌之・上村裕一・小宮節郎・堂地 勉・上村亮三・織畠潤一・藤村信行・生駒 明
監事：小原 徹・山下勝彦
事務局：
鹿児島大学医学部・フロンティアサイエンス研究推進センター・先端医療開発分野 高尾尊身
Tel：099�275�6357 Fax：099�275�6358 URL：http://www.nposees.com

NPO SEES 講習会・年間スケジュール (2007～2008 年度)

日程 講習会名 臓器名 指導講師

2007年 6月 30日 第 27回 整形外科 出沢 明 (帝京大学溝口病院整形外科)
2007年 9月 1日 第 28回 大腸 未定
2007年 9月 22日 第 29回 胃 福永 哲 (癌研究会付属有明病院)
2007年 10月 27日 第 30回 大腸 未定
2007年 未定 第 31回 産婦人科 未定
2008年 未定 第 32回 胃 未定
2008年 未定 第 33回 大腸 未定
2008年 5月 31日 第 34回 胃 未定
2008年 6月 28日 第 35回 整形外科 未定
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■第 25 回 腹腔鏡下大腸切除術講習会

テ ー マ：腹腔鏡下大腸切除術
目 的：腹腔鏡下大腸切除術, リンパ節郭清術, 腹腔鏡下手術の基本手技の習得
当番世話人：伊藤 雅昭 (国立がんセンター東病院)
講 師：奥田 準二 (大阪医科大学)

大塚 幸喜 (岩手医科大学)
斉田 芳久 (東邦大学医療センター大橋病院)
濱田 円 (高知医療センター)
渡邊 昌彦 (北里大学) (五十音順)

共 催：腹腔鏡下大腸切除術研究会
ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

後 援：日本内視鏡外科学会
日本大腸癌研究会

会 期：2007年 7月 21日 (土) 8：30～16：30予定
会 場：エチコン研究センター

(福島県須賀川市大字大桑原字女夫坂 1番地)
Tel：0248�63�2258 Fax：0248�63�2271
飛行機ご利用の場合：福島空港より車で 30分
新幹線ご利用の場合：郡山駅下車, 車で 40分

募集人員：30名 (2～3名 1組にてご応募ください.)
定員になり次第, 締め切らせていただきます.

参加費用：50,000円 (宿泊料金と交通費は含まれておりません.)
必要に応じ前日宿泊先として会場付近のホテルを用意します (1万円程度).

支払方法：予約確認後, 別途ご案内いたします.
申込方法：申込用紙にご記入の上, 申込先まで Faxにてお申し込みください.

(申込用紙が必要な方は以下までご連絡下くだい.)
申 込 先：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

エチコンエンドサージェリージャパン
プロフェッショナル・エデュケーション (担当) 松本 敦資
Tel：03�4411�7696 Fax：03�4411�7741
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■九州大学病院 内視鏡外科手術トレーニングセミナー

九州大学病院内視鏡外科手術トレーニングセンターでは下記の要領にてトレーニングセミナーを開
催いたします.

● スタンダードコース
会 期：(第 31回) 2007年 7月 27日 (金) ～28日 (土)

(第 32回) 2007年 8月 17日 (金) ～18日 (土)
※各セミナーはそれぞれ日本内視鏡外科学会技術認定制度後援実技セミナー 3点が取得で
きます.

目 的：内視鏡外科手術の鉗子操作, 縫合技術などの修得
対 象：初心者, 内視鏡外科手術の経験はあるがレベルアップを希望する外科医
内 容：基本手技訓練 (鉗子操作, �離, 縫合, 結紮, 止血, 最新機器の操作)

・ボックストレーナーによる訓練・VRシミュレータによる訓練
・動物による, 技術認定共通項目審査基準に沿った実践的訓練
・技術評価

会 場：九州大学病院内視鏡外科手術トレーニングセンター (九州大学病院内)
募集人員：医師 18名 (先着順)
参加費用：50,000円 (宿泊料金と交通費は含まれておりません.

受講料のお支払い方法は申込確認後, 別途ご案内いたします.)

● アドバンスコースも随時開催しています (不定期)

受講申込方法：ホームページ (http://www.mit.kyushu�u.ac.jp) より申込書をダウンロードし,
ご記入後, FAXにてお送りください.
折り返し E�mailなどにてご連絡をいたします.

連絡先：九州大学病院内視鏡外科手術トレーニングセンター 先端医工学診療部内
担当：田上 和夫
Tel：092�642�6028 (直通) Fax：092�642�6109
E�mail：training@med.kyushu�u.ac.jp
URL：http://www.mit.kyushu�u.ac.jp
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■第 13 回 日本胸腔鏡下交感神経遮断研究会

会 期：2007年 10月 6日 (土) 開催
会 場：NTT東日本関東病院 4Fカンファレンスルーム (五反田)
会 長：大瀬戸 清茂 (NTT東日本関東病院ペインクリニック科)
特別講演：｢手掌部発汗の機能特性と多汗症の病態－発汗外来の設立に向けて｣

大橋 俊夫 先生 (信州大学医学部学長 生理学教授)
演題募集：演題名, 所属, 演者名を明記の上, 抄録を 600字以内でWord・テキスト形式で記入し

電子メールで下記アドレスまでお送りください.
発表形式：コンピュータープレゼンテーション (Windows パワーポイント) による一般口演

(発表時間 6分, 討論 4分)
受付期間：2007年 8月 13日～2007年 9月 8日まで

E�mail：tokyopainkanto@kmc.mhc.east.ntt.co.jp
事務局：〒○141�8625 東京都品川区東五反田 5�9�22

(NTT東日本関東病院ペインクリニック科内)
Tel：03�5792�4060内線 7656, 外来 03�3448�6031
Fax：03�3448�6336

■Event News 掲載をご希望される方へ

関連学会・研究会の会告掲載をお受付いたします. 代表者名・日時・開催会場・事務局
など, 必要な掲載内容を A4判紙 1枚にまとめ, 下記 ｢日本内視鏡外科学会雑誌｣ 編集室
までお送り下さい.
なお掲載料金は掲載後, 日本内視鏡外科学会事務局より請求させていただきます.
掲載料金：1/2頁 10,000円, 1頁 20,000円
申込先：� 113�8719東京都文京区本郷 1�28�23

㈱医学書院 医学雑誌部
｢日本内視鏡外科学会雑誌｣ 編集室
Tel：03�3817�5707 Fax：03�3815�7802
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■第 18 回 腹腔鏡的治療研究会

日 時：2007年 11月 3日 (土)
会 場：北海道厚生年金会館

(〒○060�0001 札幌市中央区北 1条西 12丁目 Tel：011�231�9551)

演題募集

Ⅰ 腹腔鏡が診断に果たす役割
１. 各種肝疾患の成因・進行度診断への有用性
２. 慢性肝疾患での発癌予測, 自己免疫性疾患や NAFLD診断での有用性
３. 安全な検査法の工夫・教育
Ⅱ 肝癌局所療法に対する工夫と問題点
鏡視下治療以外にも開胸・開腹下, 人工胸水・腹水下, RVS, 造影 US下など幅広い工夫について

Ⅲ 胆道系疾患診療の現状
１. 胆�結石合併総胆管結石に対する治療法の選択
２. ラパ胆後の合併症と対策
３. 胆�癌診療の現状 (術前精査の問題点や見落とし例の検討など)
Ⅳ 鏡視下治療の現状
肺, 食道, 胃, 大腸, 脾臓から泌尿器科・婦人科領域まで
Ⅴ その他, 診断・治療に関する演題を広く募集いたします.

申し込み方法：抄録, 演題名, 所属, 演者名, 共同演者名, 動画使用の有無を明記の上, 400字以
内に記入し, E�mailで下記アドレスまでお送りください.

演題申し込み期間：2007年 7月 2日 (月) ～8月 17日 (金)
申し込み先：手稲渓仁会病院 消化器病センター

(〒○006�8555 札幌市手稲区前田 1条 12丁目 1�40)
第 18回腹腔鏡的治療研究会 当番世話人 辻 邦彦
Tel：011�681�8111 Fax：011�685�2196
(事務局担当：松居剛志, 西森博幸)
E�mail：Laparo07@tkeijinkai.gr.jp
URL：http://www.keijinkai.com/teine/laparo07/
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